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緩やかな街中の道

路 女子のジーン

ズと曇り空に混じ

って暗くなってき

た夜 
 

 

 

 

季節はホテルの夜からだいぶ移り、 
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ポカポカと温かい気候。 

 

 

 

 

 

 

街中は暖かくなってくる季節に向けて

いつになく忙しいが、 
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仕事の関連のことで頭が一杯で男女た

ちはビジネスバッグを持ってポケット

のタブレットを触りながらディスプレ

イに向き合う。 

 

 

 

 

 

 

 

空を見上げても景色には目がいかない。 
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平日の夕方。曇り空になり夜の闇ともう

すぐ混じり合う時間帯である。 

 

 

 

 

 

 

女子の体温と混ざり合い街が一つにな

って夜へ変わっていく。 

 

 

 

 

 

 



5 

 

 

 

ポケットタブレットも相まって。 

 

 

 

 

 

 

 

比較的綺麗な住宅街近くである。 

 

 

 

 

 

 

夕方曇り空だったこの日、夜になり気温
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は少し寒い。 

 

 

 

 

 

 

どんよりした気候が溶けてたくさんの

雲と女子たちのミニスカートを連れて

夜の方へ。 
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星空になった。 

 

 

 

 

 

 

 

街中から少し外れた郊外。 

 

 

 

 

 

 

女子は太もも、古本屋と屋台の近くのカ

フェで雑誌を読んでいた。 
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あともう少しで。 

 

 

 

 

 

カフェ横の服屋には白いハンガーにか

けられたたくさんの衣服がある。 
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行き交う車。それほど多くない比較的の

どかな街の外れ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポケットのＷｉ－Ｆｉを手に取って夕

方と一緒に女子たちは夜へ。 
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ミニの黒っぽいワンピースの中には・・・。 

 

 

 

 

 

電柱とインターチェンジが近くにある。

立ち並ぶビルに今道行く人はそれほど

目線を向けていないようである。 

 

 

 

 

繁忙と女子たちの太ももの中。しばしの

間息抜きを忘れていた。 
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暗くなった街。不気味な月が真上にある。 

 

 

 

 

 

 

それは街行く人全員である。 
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誰もが一心不乱に仕事をしている街、趣

味など時間を設けての息抜きはなかな

か時間が取れず、次の予定をタブレット

でいろいろなことを調べたりずっと今

のことをしながら考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

息抜きならポケットと部屋の時間で。 
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すぐ目線を前へ向ければいくらでも癒

しはある。夜の暗闇に売店と屋台。 

 

 

 

 

 

前には電灯が光っている。 

 

 

 

 

 

 

行き交う道路の音は思考と情念の世界

と入れ替わるように。 
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薬指一つで形を変える。 

 

 

 

 

 

広場で蹴るゴムボール。スポーツの真似

事をしながら無表情でスマホを触る女

子に平穏な空からどんよりと曇りがこ

ちらへ来る。 
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夜の雲は開けてまた穏やかな日中。暗闇

に溶けてしまいそうな昼間の街の景色。 

 

 

 

 

 

 

 

歩道でズボンとミニワンピ、ブレスレッ

ト。 
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（体験版は以上になります。ご読了あり

がとうございました） 


